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平成２７年５月
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の末日発行

定価120円

会員の購読料は会費に
含んでおります。

　山梨県は、世界文化遺産の富士山をはじめ、ユネスコエコ
パークに登録された雄大な南アルプスや八ヶ岳など、四方を
山々で囲まれた自然豊かな山紫水明の内陸工業県です。 
　研磨宝飾業、ワイン製造業、織物製造業などの地場産業、恵
まれた自然環境を背景に機械電子機器関連産業を中心に先端
技術産業の集積が形成されています。
　企業の持つ開発力と技術力の融合、匠の技により山梨県の産
業振興のため更なる発展を目指します。
　山梨県が誇るものづくりの技（Made in YAMANASHI） 全国へ、
世界へ…。
　We have good hands!!

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

飛躍！山梨県が誇るものづくりの技
  2ｐ	�商工会連合会総会開催
  3ｐ	�県連新役員の顔ぶれ
		 商工会新会長のご紹介

  4ｐ	�県青連・県女連総会
		 モデル工場認定　三栄精工㈱

      5ｐ	�商工会版中小企業支援ネットワーク
		 強化事業

      6ｐ	�一歩夢向うへ／販路開拓支援事業
      7ｐ	�景況調査／経営なんでも相談／
		 新ＳＨＩＦＴ

   ｐ	�商工会なう／
		 しあわせ調査員のクチコミ情報
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会
長
に
小
林
寛
樹
氏
を
再
選

商
工
会
組
織
運
営
サ
ポ
ー
ト
と
地
域
活
性
化
支
援
に
注
力

第５４回
通常総会

共済事業優良商工会等表彰

【商工貯蓄共済】

　⑴実績優良商工会表彰

　　都留市、甲斐市、市川三郷町、小菅村、丹波山村

　⑵医療保障特約 実績優良商工会表彰

　　加入率増加の部　　早川町

　⑶推進功労者表彰

　　藤原　久雄（山梨市）、齋藤　一三（甲斐市）

　　遠藤　忠公（市川三郷町）

　⑷推進功労部会等表彰

　　共済推進委員会（都留市）、共済推進委員会（山梨市）

　　共済推進委員会（甲斐市）、三珠支部（市川三郷町）

【全国商工会会員福祉共済】

　⑴実績優良商工会表彰

　　都留市、南アルプス市

　⑵医療保障特約 実績優良商工会表彰

　　純増件数の部　　南アルプス市

　⑶推進功労者表彰

　　白須　資望（都留市）、新津　正彦（南アルプス市）

　⑷推進功労部会等表彰

　　女性部（都留市）、共済推進委員会（南アルプス市）

【自動車共済】

　優良商工会表彰

　・基準値達成商工会	 北杜市、笛吹市、中央市、市川三郷町、　　	

	 南部町、昭和町、小菅村

　・純  増  商  工  会	 山梨市、韮崎市、南アルプス市、上野原市、

	 甲州市、身延町、河口湖

記帳機械化事業優良商工会表彰
北杜市　昭和町

（敬称略・建制順）栄えある表彰者

　
五
月
二
十
六
日
、
商
工
会
連
合
会
の
第

五
十
四
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
六
年
度
の
事
業
を
総
括
す
る
と
と
も

に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
っ

た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
来
賓
や
各
商
工
会
の

役
職
員
が
出
席
、
総
勢
一
四
〇
名
の
参
加

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
小
林
会
長
は
、
平
成
二
十
六
年
度
を
振

り
返
り
、
最
も
大
き
な
成
果
と
し
て
『
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
』
の
成
立
を
挙
げ

た
。
経
済
産
業
省
で
は
戦
後
二
本
目
、
半

世
紀
ぶ
り
と
な
る
基
本
法
の
成
立
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
『
成
長
発
展
』
に
加
え
て
、

『
事
業
の
持
続
的
発
展
』
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
商
工
会
員
に
光
を
当
て
る
も
の
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、「
商
工
会
に
は

伴
走
型
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
県
連
は

商
工
会
の
支
援
に
徹
し
、
商
工
会
組
織
運

営
サ
ポ
ー
ト
と
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
の
ほ
か
、
支
援
人
材
育
成
と
会

員
の
経
営
課
題
解
決
に
向
け
た
経
営
支
援

体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
く
」
と
力

強
く
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
各
種
共
済
事
業
の
実
績
優
良

商
工
会
、
推
進
功
労
者
、
部
会
等
お
よ
び

記
帳
機
械
化
事
業
の
優
良
商
工
会
へ
の
表

彰
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
県
連
モ
デ

ル
工
場
に
認
定
さ
れ
た
三
栄
精
工
㈱
（
南

ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
）
に
対
し
認
定
証
の

授
与
を
行
っ
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
、後
藤
斎
山
梨
県
知
事
、

安
藤
久
佳
関
東
経
済
産
業
局
長
ら
六
名
か

ら
、
地
域
経
済
の
基
盤
を
支
え
る
商
工
会

へ
あ
ら
た
め
て
期
待
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
議
事
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
、
選
衡4

委
員
に
よ
る
指
名
推
選4

に
よ

り
、
小
林
寛
樹
氏
（
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工

会
長
）
が
県
連
会
長
に
再
選
出
さ
れ
た
。

祝辞を述べる後藤斎 山梨県知事

挨拶をする小林寛樹 県連会長
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今
年
度
の
商
工
会
総（
代
）会
に
お
い
て

七
名
の
新
会
長
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

（
建
制
順
）

会
　
長
　

小
林
　
寛
樹

副
会
長
　

松
橋
　
勝
美

副
会
長
　

田
中
　
一
利

副
会
長
　

秋
山
　
詔
樹

大
月
市
商
工
会

会
長
　
鯨
岡
　
廣
文

韮
崎
市
商
工
会

会
長
　
岩
下
　
和
彦

南
部
町
商
工
会

会
長
　
望
月
　
忠
芳

西
桂
町
商
工
会

会
長
　
鶴
田
　
長
秀

南
都
留
中
部
商
工
会

会
長
　
長
田
　
　
徹

小
菅
村
商
工
会

会
長
　
藤
木
　
忠
廣

丹
波
山
村
商
工
会

会
長
　
白
木
　
孝
郎

県
連
新
役
員
の
顔
ぶ
れ

商
工
会
新
会
長
の
ご
紹
介

山梨県商工会連合会　役員名簿
（任期：平成２７年６月１日〜平成３０年５月３１日）

役　職 氏　　名 商工会名

会 長 小 林 寛 樹 南 ア ル プ ス 市 商 工 会

副 会 長 松 橋 勝 美 甲 州 市 商 工 会

副 会 長 田 中 一 利 都 留 市 商 工 会

副 会 長 秋 山 詔 樹 市 川 三 郷 町 商 工 会

専務理事 深 尾 嘉 仁 山 梨 県 商 工 会 連 合 会

理 事 新 谷 一 男 山 梨 市 商 工 会

理 事 輿 水 順 彦 北 杜 市 商 工 会

理 事 中　村　己喜雄 甲 斐 市 商 工 会

理 事 若 杉 成 剛 笛 吹 市 商 工 会

理 事 小 俣 精 三 上 野 原 市 商 工 会

理 事 深 沢 雄 二 早 川 町 商 工 会

理 事 入 倉 治 彦 富 士 川 町 商 工 会

理 事 林　　 正 則 河 口 湖 商 工 会

理 事 前 島 郁 夫 山梨県商工会青年部連合会

理 事 原 田 重 子 山梨県商工会女性部連合会

監 事 鯨 岡 廣 文 大 月 市 商 工 会

監 事 笠 井　　 章 身 延 町 商 工 会

県連新執行部

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円 
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　原則として毎月第1・第3木曜日
●時　　間　16時～18時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階
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発
表
の
様
子（
堀
内
知
恵
子
さ
ん
）

　
商
工
会
連
合
会
は
、
三
栄
精
工
株
式
会

社
（
山
本
詳
士
社
長
）
を
平
成
二
十
六
年

度
の
モ
デ
ル
工
場
に
認
定
し
た
。

　
本
制
度
は
、平
成
七
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

県
内
商
工
会
地
区
の
工
場
を
対
象
に
、
経

営
管
理
、
品
質
管
理
等
が
総
合
的
に
良
好

と
認
め
ら
れ
た
企
業
を
「
モ
デ
ル
工
場
」

と
し
て
認
定
す
る
制
度
。
こ
れ
ま
で
に

三
十
五
の
優
良
企
業
が
モ
デ
ル
工
場
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
審
査
項
目
は
経
営
基
本
、
労
務
、
財
務
、

生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
研
究
開
発
・

県
青
連
・
県
女
連

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

役　職 商工会名 氏　　名
会　長 笛吹市 前島　郁夫

副会長

甲州市 雨宮　一樹
富士川町 中澤　良太
南アルプス市 小林　孝一
西桂町 三枝　治男

理　事

笛吹市 島津庄一郎
南部町 遠藤　洋佳
早川町 望月　大輔
昭和町 篠原　広樹
韮崎市 廣島　隆司
都留市 井上　貴文
小菅村 舩木　　穣
道志村 加藤　源正

山梨県商工会青年部連合会役員名簿
（平成２７年度〜平成２８年度）

役　職 商工会名 氏　　名
会　長 甲斐市 原田　重子

副会長

甲州市 平塚　明美 
南部町 遠藤　洋子
韮崎市 島津　英子
上野原市 辺見　佳子

理　事

笛吹市 漏田　洋子
身延町 佐藤　義恵
市川三郷町 望月　京子
北杜市 小宮山ひろみ
中央市 有田まゆみ
大月市 嶋田　英子
道志村 山口かおる
南都留中部 河内晶さ子

山梨県商工会女性部連合会役員名簿
（平成２７年度〜平成２８年度）

〜
前
島
県
青
連
会
長
に
聞
く

今
期
の
抱
負
〜

　
こ
の
度
の
再
任

に
あ
た
り
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
会
長
と
全

青
連
の
副
会
長
に

も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
二
期
目
の
県
青
連
会
長
と

し
て
山
梨
県
全
体
の
更
な
る
発
展
と
各
青
年
部
の

組
織
基
盤
の
強
化
・
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

技
術
力
、
企
業
の
社
会
的
責
任
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
各
商
工
会
か
ら
の
推
薦
に
基

づ
き
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家

で
構
成
さ
れ
る
審
査
委
員
会
に
よ
る
厳
正

な
書
類
審
査
、
現
地
審
査
等
を
経
て
認
定

さ
れ
る
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
三
栄
精
工
㈱
は
、

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
や
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
、
複
合
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
丸
棒
加

工
を
中
心
に
手
掛
け
て
お
り
、
一
九
九
八

年
に
は
、
中
小
企
業
の
中
で
も
い
ち
早
く

タ
イ
に
進
出
。
東
南
ア
ジ
ア
各
国
で
も
事

業
展
開
し
て
い
る
。

　
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
・
短
納
期
の
い
わ

ゆ
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
三
要
素
に
こ
だ
わ
り
、
特

に
自
動
車
関
連
部
品
は
安

全
に
関
わ
る
基
幹
部
品

で
、
高
い
精
度
が
メ
ー

カ
ー
か
ら
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　
今
回
は
、
そ
の
積
極
的

な
事
業
展
開
と
Ｑ
Ｃ
Ｄ
に

こ
だ
わ
っ
た
経
営
姿
勢
な

ど
が
高
い
評
価
を
受
け
て

の
認
定
と
な
っ
た
。

《 三栄精工株式会社 》

住所　南アルプス市野牛島527-1
電話　055-285-4621
ＨＰ　http://www.sjcnet.co.jp

　
五
月
一
日
、
甲
府
市
「
ぴ
ゅ
あ
総
合
」

に
お
い
て
女
性
部
連
合
会
、
五
月
八

日
、
昭
和
町
「
ア
ピ
オ
甲
府
」
に
お
い

て
青
年
部
連
合
会
の
第
四
十
三
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
各
会
と
も
、
平

成
二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報

告
が
承
認
さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
県
青
連
会
長
は
、
前
島
郁

夫
氏
（
笛
吹
市
）、
県
女
連
会
長
は
、
原

田
重
子
氏
（
甲
斐
市
）
が
再
任
し
た
。

　
今
後
は
、
新
体
制
に
よ
り
各
種
事
業

を
展
開
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け

た
牽
引
役
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。

前島 郁夫氏

〜
原
田
県
女
連
会
長
に
聞
く

今
期
の
抱
負
〜

　
地
域
や
部
員

同
士
の
絆
を
深

め
な
が
ら
、
女

性
な
ら
で
は
の

視
点
で
地
域
を
盛
り
立
て
、
地
域
活
性

化
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
女
性
部
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原田 重子氏

26年度
モ
デ
ル
工
場
に
三
栄
精
工
株
式
会
社 

を
認
定

（南アルプス市）

!!
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平成２７年度 ネットワークアドバイザー

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
会
員
企
業
が
抱
え

る
経
営
課
題
は
複
雑
・
専
門
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
営
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

本
年
度
も
県
連
で
は
「
商
工
会
版
中
小
企

業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
」
を
実

施
す
る
。

　
本
事
業
は
本
県
の
商
工
会
組
織
の
独
自

シ
ス
テ
ム
で
、
会
員
企
業
か
ら
よ
せ
ら
れ

た
経
営
相
談
の
対
応
に
、
専
門
的
ノ
ウ
ハ

ウ
と
、
豊
富
な
実
務
経
験
を
持
つ
登
録
専

門
家
を
派
遣
し
、
円
滑
な
課
題
解
決
を
支

援
し
て
い
く
も
の
。

　
経
営
課
題
の
問
題
点
を
整
理
し
、
迅
速
・

的
確
に
課
題
解
決
支
援
を
行
う
た
め
、
県

連
内
に
三
名
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
以
下
ア
ド
バ
イ
サ
ー
と
表
記
）
を

任
命
。
各
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
県
連
職
員
で

構
成
さ
れ
た
『
中
小
企
業
経
営
支
援
チ
ー

ム
』
が
、
商
工
会
職
員
と
連
携
し
、
経
営
課

題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
く
。
昨
年
度
は
、
354

社
の
会
員
企
業
が
本
制
度
を
利
用
、
専
門

家
の
派
遣
回
数
は
503
回
、
ア
ド
バ
イ
サ
ー

の
巡
回
回
数
は
196
回
に
及
ん
で
い
る
。

　
専
門
家
派
遣
は
無
料
（
派
遣
回
数
制
限

有
）
で
利
用
で
き
る
。
お
問
い
合
わ
せ
・

ご
相
談
は
お
気
軽
に
商
工
会
へ

藤原　範夫
（中小企業診断士）

大舘　健児
（中小企業診断士）

〈新任〉
土屋　富治

（中小企業診断士）

～
中
小
企
業
経
営
支
援
チ
ー
ム
　
昨
年
度
は
三
五
〇
社
が
活
用
～

経
営
の
悩
み
、
専
門
家
が
解
決
！
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本
会
で
は
、
会
員
事
業
所
の
開
発
し
た

商
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
促
進
を

支
援
す
る
「
販
路
開
拓
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
支
援
を
希
望
す
る
商
品
等

を
登
録
す
る
と
、
年
間
を
通
じ
て
商
品
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

展
示
会
等
へ
の
出
展
情
報
の
提
供
な
ど
に

よ
り
、
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
対
　
　
象

　
商
工
会
の
会
員
企
業
及
び
そ
の
グ
ル
ー

プ
が
開
発
し
た
商
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス

■
支
援
内
容

○�

商
工
会
、
県
連
、
専
門
家
の
チ
ー
ム
に

よ
る
継
続
し
た
支
援 

○�

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
販
路
開
拓
計

画
づ
く
り
、
出
展
支
援 

○�

商
品
の
課
題
解
決
に
向
け
た
専
門
家
派

遣 

○�

展
示
会
等
の
公
募
情
報
を
随
時
メ
ー
ル

等
で
ご
案
内
　
な
ど

■
申
　
　
込

　
所
定
の
申
込
書
を
商
工
会
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
随
時
、
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
支
援
イ
メ
ー
ジ

　
昭
和
六
十
年
、
三
十
歳
で
愛
知
県
の
会

社
を
退
職
、
夫
婦
で
北
杜
市
高
根
町
（
南

清
里
）
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
開
業
し
、
今
年

開
業
三
十
年
を
迎
え
る
。

　
お
す
す
め
は
何
と
言
っ
て
も
食
事
。
新

鮮
な
地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
洋
風
創
作
料

理
は
絶
品
で
心
を
こ
め
て
手
作
り
し
て
い

る
。シ
ニ
ア
層
に
人
気
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で
あ
る
。

　
大
手
ネ
ッ
ト
予
約
サ
イ
ト
の
ク
チ
コ
ミ

投
稿
に
よ
る
五
段
階
評
価
を
分
析
す
る
と

総
合
的
に
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
も
の

の
宿
泊
部
屋
の
寝
具
類
に
対
す
る
不
満
が

寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
何
と
か
改
善
を
し

な
け
れ
ば
…
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
商
工

会
よ
り
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の

情
報
提
供
を
受
け
た
。
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ

ト
の
交
換
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
か
ら
セ
ミ

ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
へ
の
入
れ
替
え
、
全
室
羽

毛
布
団
と
羽
毛
枕
へ
の
交
換
な
ど
を
実
施

す
る
計
画
書
を
商
工
会
の
支
援
を
受
け
て

作
成
し
七
月
に
採
択
を
受
け
た
。

　「
寝
具
類
に
関
す
る
お
客
様
か
ら
の
要

望
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、
消
費
税
率

ア
ッ
プ
に
伴
い
宿
泊
料
金
の
見
直
し
を

行
い
、
う
ま
く
価
格
転
嫁
を
図
っ
て
い
こ

う
。」
と
小
田
さ
ん
は
考
え
た
。
早
速
寝
具

類
の
交
換
、
入
れ
替
え
を
行
う
と
と
も
に

宿
泊
料
金
の
改
定
を
行
っ
た
。
小
田
さ
ん

は
「
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
も
か
か
わ
ら
ず

宿
泊
料
金
据
え
置
き
だ
と
、
必
ず
ど
こ
か

に
そ
の
負
荷
が
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
実
績
に
マ
イ
ナ
ス
面
が
で
る

恐
れ
が
あ
る
。
今
後
消
費
税
一
〇
％
も
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
料
金
は

若
干
値
上
げ
と
な
る
が
、
お
客
様
が
納
得

す
る
顧
客
満
足
を
超
え
た
顧
客
感
動
を
提

供
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
を

増
や
し
つ
つ
シ

ニ
ア
世
代
の
新

た
な
顧
客
獲
得

に
向
け
、
こ
れ

か
ら
も
「
顧
客

感
動
」
を
追
求

し
て
い
く
。

顧
客
満
足
を
顧
客
感
動
へ
と
引
き
上
げ
る
改
善
活
動

夢
ペ
ン
シ
ョ
ン 

フ
ァ
ニ
ー
ポ
ケ
ッ
ト

代
表 

小
田  

洋
造
さ
ん

（
北
杜
市
商
工
会
）

〜
平
成
27
年
度
　
商
工
会
連
合
会
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

売
れ
る
商
品
づ
く
り
へ 

販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
！

専
門
家
派
遣
（
例
）

・
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン

グ
活
動

・
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
作
成
支
援

・
物
産
展
の
陳
列
ア
ド
バ
イ
ス

・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
商
品
づ
く
り

お
申
し
込
み

相
談（
計
画
作
り
）

商
品
等
の
登
録

出 

展 

支 

援

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援

売
れ
る
商
品
・
魅
力
あ
る
商
品

専門家派遣等で年間を通じた支援

【県内外の展示会等のご案内】
全国物産展、山梨・静岡物産展
農商工連携マッチングフェア

道の駅、ニッポンセレクト.com …
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経営・資金繰りなどでお困りの事はございませんか？
○法律、経営に関する相談	 【専門相談員】弁護士、中小企業診断士
○知的財産に関する相談	 【専門相談員】知的財産アドバイザー
○時　間	 午後１時３０分〜午後４時

今後の開催予定（お申し込みはお近くの商工会へ）

開　催　日 会　　　場

７月１６日（木）
山梨県商工会連合会

８月１９日（水）

「経営なんでも相談室」 開設の

お知らせ

　コンパスクラブとは、商工会の事業者の座

標を示す小規模事業者支援サイトです。

　事業者間交流、事業所 PR、役立つ情報検索

が可能な総合コミュニティです。

　全国１００万の事業者ネットワークが構築

され、貴社、及び地域の活性化、新たな人脈・

取引・開拓・開発等へ繋がることを商工会は

目指しています。

　ビジネスに役立つ様々な情報提供やコンテ

ンツ等をコンパスクラブより発信していきま

す。商工会の事業者支援サイトを是非ご活用

ください。

http://compass.shokokai.or.jp/

　「 Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ 」 と は、 コ ン パ ス ク ラ ブ

（１００万会員ネットワーク）機能の一部で、

商工会員が無料で利用できるホームページ作

成ツールです。

　この「ＳＨＩＦＴ」を利用すれば、専門的

な知識がなくても簡単にホームページを作る

ことができます。

全国での登録者 約１２７，０００社、取引高は約

４，４００万円の実績をあげています。

　※ 詳細は最寄りの商工会へお気軽にお問い

合わせください。

コンパスクラブ（１００万会員ネットワーク）を
ご活用ください

インターネット事業者支援システム
「ＳＨＩＦＴ（シフト）」

（ ）

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

２８年の実績と信頼

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２-１４-１３ ダイタビル２Ｆ

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様

中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇上 昇

上 昇 上 昇

上 昇

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-8.4-27.1 -18.9

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６５社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成２7年１月～３月期 ＝
　製造業の売上額ＤＩは、前期マイナス19.0からマイナス
27.1に下降した。
　建設業の完成工事額ＤＩは、前期4.0のまま変化なし。
　小売業の売上額ＤＩは、前期マイナス38.0からマイナス
34.0に上昇した。
　サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス34.0からマイナ
ス22.6に上昇した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（25.7%）、生産設備の不足・老朽化（20.0％）、原材
料価格の上昇（14.3％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-22.0-34.0 -38.0
《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（21.3%）、仕入単価の
上昇（17.0％）、購買力の他地域への流出（14.9％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-4.14.0 -16.0
《主な経営上の問題点》
材料価格の上昇（16.7%）、民間需要の停滞（16.7%）、熟練技
術者の確保難（12.5%）、官公需要の停滞（12.5％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-22.6 -47.1 -28.3
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（23.9％）、利用者ニーズの変化（21.7％）、大企業の
進出による競争の激化（17.4％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降

下 降下 降横 ば い

横 ば い

横 ば い
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ク
チ
コ
ミ
情
報

う
つ
わ
・
茶
　
鈴
木

　
笛
吹
市
石
和
温
泉
駅
入
口
交
差
点
よ
り
徒
歩
一
分
、
四
季

の
美
し
い
し
つ
ら
い
の
中
に
、
作
陶
家
の
個
性
あ
ふ
れ
る
器

が
並
ぶ
「
う
つ
わ
・
茶
　
鈴
木
」。
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
器

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
日
本
全
国
を
歩
き
、
店
主
自
身
の
目
で
確
か
め
た
逸
品

を
仕
入
れ
、
作
陶
家
の
作
品
の
特
徴
を
お
客
様
の
要
望
に

合
わ
せ
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
お
祝
い
事
の
贈
り
物
や
返

礼
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
食
い
初
め
用
の
器
、
誕
生
日
等
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
用
に
ご
利
用
す
る
お
客
様
も
多
く
、
他
店
に
は

な
い
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
器
へ

の
名
入
れ
、
ま
た
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
季
節
に
あ
わ
せ
た
特

色
あ
る
包
装
で
、
も
ら
っ
て
開
け
る
楽
し
み
に
一
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　
年
間
五
回
企
画
展
を
開
催
し
、
企
画
に

合
わ
せ
た
店
内
装
飾
や
店
づ
く
り
も
お
客

様
に
は
大
好
評
、
専
門
店
で
な
け
れ
ば
揃

え
ら
れ
な
い
も

の
を
こ
れ
か
ら

も
提
案
し
て
い

く
と
の
こ
と
で

す
。
す
べ
て
は
お

客
様
の
笑
顔
と

満
足
の
た
め
に
。

　
次
回
、
六
月

下
旬
か
ら
企
画

展
「
涼
を
求
め

て
・
・
・
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

是
非
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

調
査
員
Ａ

しあわせ
調査員の

うつわ・茶　鈴木
住　　所：笛吹市石和町市部１０８３
営業時間：１０：００〜１９：００
定 休 日：木曜日
ＴＥＬ/FAX：０５５-２６２-２８５６
http://www.shokokai.or.jp/19/1921110086/index.htm

至石和温泉駅

石和温泉駅入口

石
和
郵
便
局
〒

至
甲
府

　韮崎市穂坂町は、日照時間、気温の寒暖差、赤土を適度に含んだ土壌などから、赤ワイン用品種に最適な地
域である。韮崎市商工会では平成２６年度小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業の採択を受け、

「Yamanashi "HOSAKA" 赤ワインの丘プロジェクト」と題し事業展開してきた。
　このプロジェクトは、醸造用ぶどうの産地としてのブランド化を推進し、ワイナリーを核とした複合的な観
光拠点施設と連動して地域振興を図っていくというもの。高品質な醸造用ぶどうを使って「地元」のワイナリー
が高品質なワインを醸造し、全国に発信。赤ワインの「穂坂」というブランドを確立し高めていく計画である。
　また、複合的観光施設が拠点となって、新たな観光需要が生まれることにより、特産品等の販売や飲食の
提供等、市内小規模事業者への効果も期待され、さらには雇用の創出にもつながり地域経済に好影響を与え
るものである。

韮崎市商工会

Yamanashi  "HOSAKA"
 赤ワインの丘プロジェクト

（１）穂坂町のぶどう
　�　生食用はもとより醸造用の高品質のぶどう栽培が盛んである。特に醸造用のマスカッ

トベリーＡ、カベルネソービニヨン等赤ワインの原料となる品質については高い評価が

あり、マスカットベリーＡは日本一の評価を得ている。

（２）穂坂町からの眺望
　�　穂坂町は韮崎市の東側の高台に位置し、世界文化遺産登録された「富士山」の絶景

ビューポイントである。また南アルプス連峰、八ヶ岳の眺望もすばらしく、全国に誇れる

ロケーションである。

（３）穂坂の牧
　�　この地域は古くは甲斐の名馬の産地として名をはせた。そ

の歴史的な背景とロケーションを組み合わせた資源。

（４）首都圏からの好アクセス
　�　中央自動車道韮崎ＩＣは穂坂町内にあり、日本最大のマー

ケットである首都圏からの車のアクセスは抜群である。また

ＪＲ中央線の韮崎駅は特急停車駅であり、首都圏からの電車

利用のお客様の利便性も高い。

　�　平成２６年度は調査研究事業として実施し、これを基に平成

２７年度は本体事業１年目として取り組んでいく。
赤ワインの丘　建設候補地から望む絶景

活用する地域資源
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